
遠
江
国
石
雲
院
の
輪
住
制
に
つ
い
て

遠

藤

廣

昭

は
じ
め
に

曹
洞
宗
に
は
住
持
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
祖
跡
の
護
持
、
門
派
の
分
裂
防
止
、
栄
誉
の
配
分
等
の
理
由
で
、
派
下
の
有
力
寺
院
に
よ
る
輪
住

制
を
敷
く
寺
院
が
存
在
し
た
。
こ
れ
が
曹
洞
宗
展
開
の
原
動
力
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
た
。
中
世
曹
洞
宗
の
輪
住
制
度
に
関
し
て
は
、
横
関
了

胤
氏
・
廣
瀬
良
弘
氏
等
の
研
究
が
あ
る

(

)
1

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
輪
住
制
を
敷
い
た
寺
院
は
、
横
関
了
胤
著
﹃
江
戸
時
代
洞
門
政
要
﹄
で
は
三
一
ヶ

寺
と
あ
り
、
ま
た
廣
瀬
良
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
三
四
ヶ
寺
が
確
認
で
き
る
と
い
う

(

)
2

。

こ
の
内
、
遠
江
国
石
雲
院
︵
静
岡
県
牧
之
原
市
坂
口
︶
が
属
す
る
如
仲
派
で
は
、
派
祖
如
仲
天
誾
開
山
の
遠
江
国
大
洞
院
︵
静
岡
県
周
智
郡

森
町
橘
︶
を
始
め
と
し
て
、
八
ヶ
寺
が
輪
住
制
を
敷
き
、
最
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
如
仲
派
の
輪
住
寺
院
は
、
い
ず
れ
も
東
海
地
方
に
存
在
し
、

同
派
の
同
地
方
展
開
の
拠
点
寺
院
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(

)
3

。

本
稿
で
は
、
如
仲
派
下
崇
芝
七
派
に
よ
る
輪
住
が
敷
か
れ
た
石
雲
院
の
輪
住
制
度
に
つ
い
て
、
特
に
中
世
期
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
て

見
た
い
。
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一

石
雲
院
輪
住
の
開
始

石
雲
院
は
、
康
正
元
年
︵
一
四
五
五
︶
に
当
地
の
土
豪
で
あ
る
葛
股
︵
勝
間
田
︶
氏
が
、
備
中
国
洞
松
寺
︵
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
︶

五
世
崇
芝
性
岱
︵
梅
山
聞
本
︱
如
仲
天
誾
︱
喜
山
性
讃
︱
茂
林
芝
繁
︱
崇
芝
性
岱
と
次
第
︶
を
開
山
と
し
て
開
創
し
た
寺
院
で
あ
る

(

)
4

。
こ
の
石

雲
院
の
輪
住
に
つ
い
て
は
、
大
房
暁
編
著
﹃
龍
門
山
石
雲
院
の
輪
住

(

)
5

﹄、
桐
田
幸
昭
著
﹃
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史

(

)
6

﹄
等
で
詳
細
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
沿
い
な
が
ら
、
ま
ず
輪
住
の
開
始
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

︹
史
料
一
︺

龍
門
山
石
雲
院
置
文

右
、
石
雲
院
住
持
職
輪
番
次
第
之
事
、
於
二

我
存
命
時
一

如
二

申
渡
一

、
老
僧
終
息
之
後
、
亦
臘
次
第
可
レ

被
レ

住
者
也
、
監

〔臨
カ
〕

終
之
剋
、
依
レ

被
レ

居
二

遠
国
一

而
及
二

延
引
一

、
則
于
二

老
僧
一

随
遂
之
仁
、
不
レ

論
二

臘
之
前
後
年
老
若
一

、
先
可
レ

被
レ

任
二

住
持
職
一

者
也
、
仍
於
二

寺
家
一

修
造
之

事
於
レ

有
レ

之
者
、
以
二

寺
領
之
土
貢
五
分
一
一

、
可
レ

被
レ

加
二

小
破
之
修
理
一

者
也
、
若
及
二

大
破
之
修
理
一

、
則
以
二

門
中
之
品
評
一

、
可
レ

被
レ

用
二

土
貢
悉
皆
一

者
也
、
以
二

土
貢
五
分
一

祠
堂
米
之
余
盈
一

、
可
レ

用
二

仏
供
灯
油
一

者
也
、
守
二

我
置
文
之

堅
(マ
マ
)

旨
一

、
無
二

怠
慢
一

則
為
二

老

僧
一

勝
(
マ
マ
)

造
二

立
七
宝
塔
一

者
也
乎
、
堅
可
レ

守
レ

之
可
レ

守
者
也
、
仍
遺
書
如
レ

件
、

維
時
延
徳
三
辛亥

歳
正
月
廿
八
日

崇
芝
性
岱
大
和
尚

︵

マ

マ

︶

在
判

(

)
7

こ
の
史
料
は
、
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶
正
月
二
十
八
日
の
石
雲
院
輪
住
に
関
す
る
崇
芝
の
置
文
で
あ
る
。
輪
住
住
持
の
次
第
に
つ
い
て
は
、

﹁
臘
次
第
﹂
で
行
う
こ
と
。
崇
芝
臨
終
の
時
、
遠
国
に
居
る
た
め
遅
れ
る
場
合
は
、
崇
芝
に
随
身
し
て
い
る
者
よ
り
、﹁
臘
之
前
後
﹂﹁
年
老
若
﹂

を
論
じ
な
い
で
、
先
ず
住
持
職
に
任
命
す
る
こ
と
。
次
に
石
雲
院
の
伽
藍
等
の
修
造
に
つ
い
て
は
、
小
破
の
修
造
は
寺
領
の
土
貢
の
五
分
の
一

を
、
大
破
の
場
合
は
門
中
で
衆
議
の
上
、
土
貢
の
全
て
を
充
て
修
造
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
次
に
、
土
貢
の
五
分
の
一
と
祠
堂
米
の
余
剰
で
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仏
供
灯
油
に
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

︹
史
料
二
︺

遠
州
高
尾
龍
門
山
石
雲
院
開
山
宗
芝
和
尚
法
嗣
帳

大
空
玄
虎
蔵
主

賢
仲
繁
哲
蔵
主

界
岩
繁
越
蔵
主

季
雲
永
岳
蔵
主

真
応
正
寅
蔵
主

大
有
良
栄
蔵
主

隆
渓
繁
紹
蔵
主

宗
芝
性
岱
叟

延
徳
五
年
癸
丑
二
月
二
十
八
日

(

)
8

こ
の
史
料
は
、
崇
芝
の
法
嗣
帳
で
あ
る
。
延
徳
五
年
︵
延
徳
は
四
年
七
月
十
九
日
改
元
︶
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
に
疑
問
が
残
る
も
の
の
、

こ
の
順
で
輪
住
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

石
雲
院
輪
住
は
、
後
に
述
べ
る
輪
住
帳
に
よ
れ
ば
、
延
徳
三
年
︵
一
四
九
一
︶
崇
芝
が
傑
老
斎
に
隠
居
す
る
と
、
第
一
法
嗣
大
空
玄
虎
︵
大

空
派
︶
が
越
前
国
龍
澤
寺
︵
福
井
県
あ
わ
ら
市
御
簾
尾
︶
に
輪
住
中
で
あ
っ
た
た
め
、
第
二
法
嗣
の
賢
仲
繁
哲
︵
賢
仲
派
︶
が
二
月
一
日
に
開

始
す
る
。
し
か
し
、
半
年
後
の
同
年
八
月
一
日
に
第
三
法
嗣
界
岩
繁
越
︵
界
岩
派
︶
に
譲
り
、
こ
れ
以
降
八
月
一
日
を
交
代
月
日
と
し
て
い
る
。

明
応
元
年
︵
一
四
九
二
︶
八
月
一
日
に
は
、
第
四
法
嗣
季
雲
永
岳
︵
季
雲
派
︶
が
輪
住
す
る
。
翌
明
応
二
年
︵
一
四
九
三
︶
に
は
、
第
五
法
嗣

辰
応
性
寅
︵
辰
応
派
・
真
応
正
寅
︶
と
第
七
法
嗣
隆
渓
繁
紹
︵
隆
渓
派
︶
の
間
で
法
臘
に
関
す
る
問
答
が
起
こ
り
、
両
者
は
一
巡
り
懈
怠
し
、
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第
六
法
嗣
の
大
有
良
栄
︵
大
有
派
・
大
宥
良
宗
︶
が
輪
住
す
る
。
翌
明
応
三
年
か
ら
は
大
空
・
賢
仲
・
界
岩
・
季
雲
・
辰
応
・
隆
渓
と
輪
住
す

る
が
、
大
有
は
明
応
六
年
︵
一
四
九
七
︶
三
月
十
日
に
示
寂
し
た
た
め
輪
住
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
懈
怠
の
派
は
あ
っ
た
も
の
の
、
永
正
六

年
︵
一
五
〇
九
︶
以
降
は
、
七
派
の
輪
住
の
順
は
守
ら
れ
、
元
亀
三
年
︵
一
五
七
二
︶
ま
で
九
転
す
る
の
で
あ
る

(

)
9

。

二

石
雲
院
輪
住
帳
と
記
載
方
法

１

石
雲
院
輪
住
帳

石
雲
院
に
は
輪
住
制
を
考
察
す
る
史
料
と
し
て
、﹃
龍
門
山
石
雲
院
歴
代
前
住
牒
﹄︵
以
下
、﹃
石
雲
院
本
﹄
と
略
す
︶
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
﹃
石
雲
院
本
﹄
は
﹃
曹
洞
宗
宗
宝
調
査
目
録
解
題
集
１

東
海
管
区
編
﹄
の
石
雲
院
の
項
に
よ
れ
ば
、
元
禄
七
年
︵
一
六
九
四
︶
の
写
で
、

以
下
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
あ
る

(

)
10

。
石
雲
院
の
輪
住
帳
に
は
、
輪
住
住
持
と
な
っ
た
七
派
の
寺
院
が
、
輪
住
の
折
に
書
写
し
持
ち
帰
っ
た
も
の

が
幾
つ
か
現
存
し
て
い
る
。

大
空
派
の
伊
勢
国
広
泰
寺
︵
三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
宮
古
︶
に
は
﹃
古
前
住
帳
﹄︵
以
下
、﹃
広
泰
寺
本
﹄
と
略
す
︶
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ

は
﹃
曹
洞
宗
宗
宝
調
査
目
録
解
題
集
１

東
海
管
区
編

(

)
11

﹄
の
広
泰
寺
の
項
に
よ
れ
ば
、﹁
石
雲
院
前
住
帳
を
、
文
禄
三
年
︵
一
五
九
四
︶
四
月
、

駿
河
︵
静
岡
県
︶
志
太
郡
桂
島
の
梅
林
院
八
世
円
洲
舜
光
︵
一
五
九
八
寂
︶
の
代
に
九
世
大
翁
恵
最
︵
一
六
三
四
寂
︶
が
旧
本
通
り
に
書
写
し

改
め
置
い
た
も
の
を
、
元
禄
五
年
一
〇
月
に
広
泰
寺
一
一
世
千
巌
鉄
淳
が
再
写
し
た
も
の
﹂
と
あ
る
。

武
蔵
国
雲
松
院
︵
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
小
机
町
︶
に
は
三
冊
の
石
雲
院
輪
住
帳
が
現
存
す
る
。
一
つ
は
、
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
八

月
一
日
に
輪
住
し
た
、
六
世
明
岩
宗
珠
︵
寛
永
八
年
︿
一
六
三
一
﹀
一
月
八
日
寂
︶
が
書
写
し
持
ち
帰
っ
た
﹃
龍
門
山
石
雲
禅
院
輪
番
帳
﹄︵
以

下
、﹃
慶
長
本
﹄
と
略
す
︶
と
、
元
禄
二
年
︵
一
六
八
九
︶
八
月
一
日
に
輪
住
し
た
、
十
二
世
別
峯
宗
天
︵
宝
永
六
年
︿
一
七
〇
九
﹀
十
二
月
九

日
寂
︶
が
書
写
し
持
ち
帰
っ
た
﹃
龍
門
山
石
雲
禅
院
前
住
牒
﹄︵
以
下
、﹃
元
禄
本
﹄
と
略
す
︶、
安
永
八
年
︵
一
七
七
九
︶
八
月
一
日
に
輪
住
し
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た
、
十
九
世
大
継
良
智
︵
寛
政
元
年
︿
一
七
八
九
﹀
二
月
二
十
七
日
寂
︶
が
、
翌
九
年
夏
安
居
日
に
書
写
し
持
ち
帰
っ
た
﹃
龍
門
山
石
雲
禅
院

歴
代
前
住
牒
﹄︵
以
下
、﹃
安
永
本
﹄
と
略
す
︶
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
﹃
安
永
本
﹄
に
は
明
治
二
年
︵
一
八
六
九
︶
八
月
一
日
に
輪
住
し
た
、

二
十
七
世
吟
底
珉
龍
︵
明
治
十
一
年
︿
一
八
七
八
﹀
二
月
十
五
日
寂
︶
が
書
写
し
持
ち
帰
っ
た
輪
住
帳
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

﹃
慶
長
本
﹄
に
は
文
禄
三
年
の
年
紀
が
あ
り
、﹃
広
泰
寺
本
﹄
と
同
じ
石
雲
院
輪
住
帳
を
、
明
岩
が
石
雲
院
輪
住
中
︵
慶
長
九
年
八
月
一
日
～

同
十
年
八
月
一
日
︶
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。﹃
慶
長
本
﹄
は
﹃
石
雲
院
本
﹄
や
﹃
広
泰
寺
本
﹄
よ
り
も
書
写
年
代
が
古
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
以
降
考
察
し
て
見
た
い
。

表
は
、
輪
住
開
始
か
ら
天
正
二
十
年
︵
永
禄
元
年
・
一
五
九
二
︶
ま
で
の
、
石
雲
院
輪
住
住
持
の
門
派
・
世
代
・
住
持
名
・
入
院
年
・
示
寂

年
・
根
拠
寺
院
・
世
代
等
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹃
慶
長
本
﹄
を
見
る
と
、
輪
住
住
持
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
年
が
二
か
所
あ
る
。
一
か
所
は
、
天
正
元
年
︵
一
五
七
三
︶
八
月
一
日
に
、
界

岩
派
の
良
山
□
善
が
初
住
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
、
天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
一
月
二
十
日
に
賢
仲
派
の
円
鑑
宗
咄

が
輪
住
す
る
ま
で
の
﹁
十
一
歳
﹂
の
間
、
記
載
が
な
い
。
こ
れ
は
、
元
亀
三
年
︵
一
五
七
二
︶
十
月
十
日
に
武
田
信
玄
が
乱
入
し
、
石
雲
院
の

殿
堂
・
伽
藍
・
御
影
・
什
物
等
が
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
る
欠
住
で
あ
る
。

も
う
一
か
所
は
、
天
文
二
十
二
年
︵
一
五
五
三
︶
八
月
一
日
に
、
天
与
院
︵
所
在
不
明
︶
か
ら
初
住
し
た
界
岩
派
の
雲
室
□
洞
︵
示
寂
年
月

日
不
詳
︶
の
次
、
天
文
の
﹁
甲
寅
﹂、
つ
ま
り
二
十
三
年
の
住
持
が
抜
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、﹃
元
禄
本
﹄
に
は
、
同
年
に
次
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

︹
史
料
三
︺

甲
寅
年
自
八
月
一
日
初
住
也
、

章
山
芳
和
尚

季
雲
派
、
法
性
寺
前
々

落
之
、
輪
住
之
証
拠
、
当
山
御
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朱
印
箱
有
之
、

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、﹁
甲
寅
年
﹂
八
月
一
日
に
は
、
季
雲
派
で
あ
る
武
蔵
国
法
性
寺
︵
埼
玉
県
川
口
市
里
︶
の
四
世
章
山
祖
芳
︵
示
寂
年
月

日
不
詳
︶
が
初
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。﹃
慶
長
本
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
輪
住
住
持
が
﹃
元
禄
本
﹄
に
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
石
雲
院
の
御
朱
印
箱
に
章
山
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
証
拠
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

︹
史
料
四
︺

﹁
石
雲

(
懸
紙
ウ
ハ
書
)

院

治
部
大
輔
﹂

一
任
増
善
寺
殿
数
通
之
判
形
旨
、
従
三
橋
上
左
右
之
竹
木
不
可
截
取
之
事

一
寺
領
之
内
田
畠
屋
敷
、
不
可
有
他
綺
之
事

一
寺
領
百
姓
等
於
向
後
不
可
成
也
之
被
官
、

他
之
被
官
寺
領
之
内
不
可
居
住
、
同
百
姓
等
寺
家
江

令
無
沙
汰
者
、
可
令
追
却
事

一
寺
領
山
林
縦
雖
為
上
之
郷

星
窪
方
之
地
頭
代
官
、
不
可
有
其
綺
事

一
門
中
法
度
之
儀
、
背
衆
評
憑
時
之
檀
那
奉
行
所
江

雖
申
出
、
不
可
許
容
事

右
条
々
、
相
定
領
掌
畢
、
如
先
規
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
如
件
、

天
文
廿
三十

一
月
晦
日

治
部
大
輔
︵
花
押
︶

石
雲
院

(

)
12

︹
史
料
五
︺

﹁
石
雲

(
懸
紙
ウ
ハ
書
)

院

治
部
大
輔
﹂
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遠
江
国
石
雲
院
領
之
事

右
、
今
度
有
訴
人
、
増
分
七
拾
俵
雖
令
出
来
、
門
徒
中
被
及
訴
訟
之
条
、
為
修
理
料
永
所
令
寄
附
也
、
門
前
山
林
等
之
儀
、
如
先
規
無

自
余
之
綺
可
被
相
計
、
於
向
後
寺
領
内
雖
有
競
望
之
輩
、
不
可
許
容
者
也
、
仍
如
件
、

天
文
廿
三十

一
月
晦
日

治
部
大
輔
︵
花
押
︶

石
雲
院

(

)
13

︹
史
料
六
︺

就
寺
領
検
地
、
御
門
中
之
諸
尊
老
被
成
御
在
符(

府
)

、

御
大
方
峰
林
寿
圭
大
姉
於
奉
頼
、
義
元
之
御
判
形
二
通
被
申
請
者
也
、
同
此
添

状
請
取
渡
可
為
厳
密
者
也
、
仍
如
件
、

保
正
寺

天
文
廿
三
甲寅

十
一
月
晦
日

当
住
持
祖
芳
︵
花
押
︶

石
雲
禅
院
置
文

(

)
14

(
マ
マ
)

こ
の
三
通
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
天
文
二
十
三
年
︵
一
五
五
四
︶
十
一
月
晦
日
付
け
で
あ
る
。
史
料
四
は
、
今
川
義
元
が
石
雲
院
に
寺
法
を

下
し
、
そ
の
寺
領
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
五
は
、
寺
領
検
地
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
増
分
七
〇
俵
を
、
今
川
義
元
が
修
理
料
と

し
て
石
雲
院
に
永
代
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
六
は
、
こ
の
二
通
の
判
物
は
門
中
の
尊
老
が
寿
桂
尼
に
頼
ん
で
、
今
川
義
元
か
ら
得
た
も

の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
副
状
と
と
も
に
厳
密
に
受
け
取
り
渡
し
す
べ
き
こ
と
を
章
山
祖
芳
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
﹁
保
正
寺

当
住
持
祖
芳
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︵
花
押
︶﹂
の
﹁
保
正
寺
﹂
は
武
蔵
国
法
性
寺
の
こ
と
で
あ
る
が

(

)
15

、﹁
当
住
持
祖
芳
﹂
と
あ
る
の
は
、
祖
芳
は
保
正
寺
の
住
持
で
は
あ
る
が
、
こ
の

副
状
を
発
給
し
た
天
文
二
十
三
年
十
一
月
晦
日
時
は
、
石
雲
院
輪
住
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
章
山
祖
芳
は
、

こ
の
二
通
の
今
川
義
元
判
物
と
、
自
ら
が
認
め
た
副
状
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
厳
密
に
す
る
よ
う
置
文
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
副
状
か
ら
、
天
文
二
十
三
年
に
は
、
章
山
祖
芳
が
石
雲
院
の
輪
住
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
何
故
祖
芳
は
、
天
文
二
十
三
年
か
ら
一
年
間
石
雲
院
の
輪
住
を
勤
め
な
が
ら
、
輪
住
帳
に
名
を
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
後
世
の
者
が
輪
住
帳
書
写
の
折
、
書
き
漏
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
元
禄
本
﹄
に
は
、
近
世
に
入
る
が
、
元
和
四
年
︵
一
六
一
八
︶
の
輪
住
住
持
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
。

︹
史
料
七
︺

元
和
四
戊
午
年
界
巌
派
済
林
寺
宗
眠

︵
住
持
名
な
し
︶

現
住
之
時
、
失
住
物
造
営
分
致
未
進
間
、

遂
放
寺
中
永
擯
依
過
失
如
此
円
点
懸
也
、

こ
の
史
料
か
ら
、
元
和
四
年
に
は
界
岩
派
の
駿
河
国
最
林
寺
︵
静
岡
県
藤
枝
市
下
藪
田
︶
の
洗
岩
宗
珉
︵
示
寂
年
月
日
不
詳
︶
が
輪
住
し
た

が
、
什
物
を
失
却
し
、
さ
ら
に
造
営
分
が
未
進
で
あ
る
こ
と
か
ら
寺
中
を
放
逐
さ
れ
、
過
失
に
よ
っ
て
永
の
擯
罰
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
過
失
が
記
名
を
憚
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

章
山
祖
芳
の
場
合
も
、
寺
領
検
地
に
よ
る
増
分
に
対
し
て
、
門
徒
中
よ
り
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
門
中
の
諸
尊
老
が
在
府
し
て
解
決
に
あ
た
る

な
ど
、
輪
住
中
の
石
雲
院
運
営
に
混
乱
を
ま
ね
た
い
責
任
を
と
っ
て
、
名
を
記
載
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２

﹁
暦
住
﹂
に
つ
い
て
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﹃
慶
長
本
﹄
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
記
載
の
さ
れ
か
た
が
散
見
さ
れ
る
。

︹
史
料
八
︺

聖
雲
祝
和
尚

丙
戌
年
自
八
月
一
日
、
初
住
、

客
殿
柱
取
、
隆
渓
派
、

華
厳
院
宗
呑
和
尚
暦
住
也
、
鎮
守
新
造
立
、
同
二
之
橋
建
立
畢
、

こ
の
史
料
は
、﹁
丙
戌
年
﹂、
つ
ま
り
天
正
十
四
年
︵
一
五
八
六
︶
八
月
一
日
に
、
隆
渓
派
で
遠
江
国
華
厳
院
︵
静
岡
県
掛
川
市
上
土
方
落
合
︶

八
世
の
聖
雲
文
祝
が
輪
住
し
た
こ
と
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
﹁
華
厳
院
宗
呑
和
尚
暦
住
也
﹂
と
あ
る
。
華
厳
院
宗
呑
は
華
厳
院

九
世
の
長
山
宗
嫩
︵
慶
長
十
三
年
︿
一
六
〇
八
﹀
一
月
十
六
日
寂
︶
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
載
か
ら
、
天
正
十
四
年
に
は
聖
雲
が

輪
住
住
持
と
し
て
輪
住
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
長
山
が
輪
住
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
聖
雲
の
代
わ
り
に

長
山
が
輪
住
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
代
住
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
長
山
は
客
殿
の
柱
取
、
鎮
守
の
新
造
立
、
二
の
橋
の
建
立
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。︹

史
料
九
︺

長
山
宗
嫩
和
尚

慶
長
元
年
丙
申
自
八
月
一
日
、
再
住
、

隆
渓
派
、
華
厳
院
、
小
庫
裡
造
作
也
、

こ
の
史
料
は
、
長
山
が
慶
長
元
年
︵
一
五
九
六
︶
に
輪
住
し
た
時
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
年
以
前
の
輪
住
帳
の
記
載
に
、
長
山
輪
住
の
記
事

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
初
住
﹂
で
は
な
く
﹁
再
住
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
天
正
十
四
年
の
輪
住
は
聖
雲
で
は
な
く
長
山

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

聖
雲
の
示
寂
は
慶
長
十
六
年
︵
一
六
一
一
︶
七
月
十
四
日
で
あ
る
の
で
、
天
正
十
四
年
は
示
寂
の
二
十
五
年
前
で
あ
る
。
代
住
の
理
由
は
老

体
の
た
め
と
も
思
わ
れ
ず
、
何
れ
か
の
理
由
で
輪
住
を
勤
め
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
華
厳
院
九
世
と
な
る
長
山
が
勤
め
、
本
来
の
輪
住
住
持
と
な
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る
は
ず
の
師
匠
の
名
を
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
長
山
は
実
際
に
輪
住
し
な
が
ら
も
、
師
で
あ
る
聖
雲
の
名
を
輪
住
帳
に
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

︹
史
料
一
〇
︺

安
石
住
和
尚

壬
辰
秊
自
八
月
一
日
、
初
住
、

賢
仲
派
、
昌
林
寺
、
雲
谷

泉
祥
和
尚
暦
住
、
客
殿
新
建
立
、
一
之
橋
建
立
、
則
冬
安
居
興
行
雲
衆
也
、

こ
の
史
料
は
、﹁
壬
辰
秊
﹂、
つ
ま
り
天
正
二
十
年
︵
一
五
九
二
︶
八
月
一
日
に
初
住
し
た
、
賢
仲
派
の
遠
江
国
正
林
寺
︵
静
岡
県
菊
川
市
高

橋
︶
五
世
安
石
光
住
の
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
﹁
雲
谷
泉
祥
和
尚
暦
住
、
客
殿
新
建
立
、
一
之
橋
建
立
、
則
冬
安
居
興
行
雲
衆
也
﹂
と
の
記

載
が
あ
る
。
雲
谷
泉
祥
︵
元
和
元
年
︿
一
六
一
五
﹀
二
月
五
日
寂
︶
は
正
林
寺
六
世
で
あ
る
。
安
石
は
慶
長
十
一
年
︵
一
六
〇
六
︶
十
月
二
十

七
日
の
示
寂
で
あ
る
の
で
、
輪
住
可
能
な
年
齢
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
雲
谷
が
輪
住
し
、
師
で
あ
る
安
石
の
名
を
輪
住
帳
に
記
載
し
た
の
で
あ

る
。

︹
史
料
一
一
︺

随
翁
悦
和
尚

己
丑
年
自
八
月
一
日
、
初
住
、

季
雲
派
、
心
源
院
、

大
庫
裡
新
建
立
、
天
栄
達
和
尚
暦
住
、

こ
の
史
料
は
、﹁
己
丑
年
﹂、
つ
ま
り
天
正
十
七
年
︵
一
五
八
九
︶
八
月
一
日
に
初
住
し
た
、
季
雲
派
の
武
蔵
国
心
源
院
︵
東
京
都
八
王
子
市

下
恩
方
︶
六
世
随
翁
舜
悦
︵
寛
永
三
年
︿
一
六
二
六
﹀
十
月
二
十
六
日
寂
︶
の
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
﹁
天
栄
達
和
尚
暦
住
﹂
と
あ
る
。﹁
天

栄
達
和
尚
﹂
は
心
源
院
七
世
天
永
琳
達
︵
元
和
二
年
︿
一
六
一
六
﹀
八
月
十
一
日
寂
︶
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
天
永
は
武
蔵
国
勝
光
院
︵
東
京

都
世
田
谷
区
桜
︶
の
開
山
で
あ
る
。
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︹
史
料
一
二
︺

︵
前
略
︶︵
天
正
︶
十
七
年
己
丑
八
月
初
一
、
莅
二

遠
之
石
雲
一

、
参
玄
之
輩
聞
二

師
進
山
一

四
方
雲
集
、
充
二

三
千
指
一

、
州
郡
道
俗
駢闐

来

謁
、
上
堂
、
日
日
釈
迦
出
世
、
時
時
弥
勒
成
道
、
鴉
鳴
雀
噪
声
声
撥
転
、
無
上
法
輪
青
松
翠
竹
、
色
色
露
出
乃
祖
面
目
、
何
開
二

臭
口
一

説
レ

玄
論
レ

妙
、
徒
二

労
精
魂
一

奔
レ

東
趨
レ

西
、
豎
二

起
払
子
一

曰
、
大
衆
還
会
麼
、
若
会
則
途
中
受
用
有
レ

分
、
打
二

解
宝
蔵
一

、
不
レ

会
則
世

諦
流
布
不
レ

免
、
被
レ

乞
二

飯
銭
一

、
新
龍
門
恁
麼
告
報
、
又
是
鉢
盂
安
柄
畢
竟
如
何
體
悉
、
払
一
払
曰
、
八
月
暑
雲
飛
不
レ

散
、
木
犀
樹
下

立
二

秋
風
一

、
僧
問
、
如
何
是
龍
門
驀
過
底
頭
角
、
師
曰
、
又
是
痴
人
向
二

夜
塘
一

、
問
、
如
何
是
本
来
人
、
師
曰
、
只
在
二

此
山
中
一

雲
深

没
レ

所
レ

覓
、
問
、
大
難
到
来
作
麼
生
回
避
、
師
曰
、
大
難
大
難
、
僧
曰
、
臘
盡
東
君
悦
、
更
深
北
帝
忙
、
未
審
不
遷
底
事
又
如
何
、
師

曰
、
蒼
天
蒼
天
、
翌
年
庚
寅
、
師
八
十
又
四
歳
、
正
月
初
告
レ

疾
、
留
二

舜
崇
静
公
一

看
レ

院
、
自
悉
日
上
堂
、
身
是
菩
提
樹
、
三
道
卻
三

徳
、
去
秋
八
月
旦
、
不
来
而
来
、
無
レ

所
二

従
来
一

、
今
春
正
月
望
、
不
去
而
去
、
那
有
二

所
去
一

、
恁
麼
恁
麼
、
徹
底
去
、
竹
密
不
レ

妨
二

流

水
過
一

、
山
高
豈
礙
二

白
雲
飛
一

、
卓
杖
下
座
、
命
レ

駕
帰
二

牛
頭
一

、
先
レ

是
中
山
氏
本
室
宗
無
居
士
、︵
後
略

(

)
16

︶

こ
の
史
料
は
、﹃
牛
頭
弘
宗
伝
﹄の
随
翁
舜
悦
の
記
事
で
あ
る
。
天
正
十
七
年
八
月
一
日
に
石
雲
院
に
輪
住
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
輪
住
住
持
を
勤
め
て
い
た
翌
十
八
年
正
月
初
め
に
病
に
な
り
、
武
蔵
国
宗
関
寺
︵
東
京
都
八
王
子
市
元
八
王
子
町
︶
三
世
の
舜
崇
堯

静
を
石
雲
院
に
留
め
退
院
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

︹
史
料
一
三
︺

牛
頭
第
三
世
舜
崇
堯
静
禅
師
、
野
州
大
川
氏
、
後
移
二

武
之
八
王
子
家
一

焉
、
自
レ

幼
出
家
、
礼
二

仏
国
一

為
レ

師
、
国
挙
二

牛
過
窓檽

話
一

示
レ

之
、
師
工
夫
無
閒
、
寝
食
倶
廃
、
越
三
年
忽
有
レ

省
、
国
聞
三

師
有
二

発
明
処
一

乃
問
、
頭
角
四
蹄
共
過
了
、
為
二

甚
麼
一

尾
巴
過
不
レ

得
、
師

曰
、
過
了
也
、
国
曰
、
儞
道
牛
甚
処
在
、
師
曰
、
鯨
呑
二

海
水
一

盡
、
露
出
珊
瑚
枝
、
国
然
レ

之
、
一
日
出
二

舜
崇
二
大
字
一

付
レ

之
、
便
説
レ

偈
曰
、
塊
雨
条
風
聖
代
昌
、
山
河
大
地
等
呈
レ

祥
、
恩
流
無
極
億
千
兆
、
野
老
何
知
二

徳
沢
長
一

、
師
遂
辞
、
至
二

山
下
一

興
二

定
光
院
一

而
居
、

天
正
九
年
三
月
、
受
レ

詔
莅
二

吉
嶺
一

次
、
補
二

神
護
一

、
弘
闡
二

宗
要
一

、
震
二

撼
四
方
一

、
居
レ

之
七
年
退
、
有
レ

偈
曰
、
任

閑
遊
無
礙
境
、
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清
風
明
月
有
二

来
由
一

、
冷
湫
湫
地
没
蹤
跡
、
雨
到
雲
行
自
去
留
、
後
往
二

遠
之
龍
門
山
一

築
廬
以
休
、
十
八
年
庚
寅
八
月
三
日
示
寂
、
寿

六
十
一
、
坐
四
十
八
、
荼
毘
贈
二

骨
石
於
牛
頭
一

、
塔
二

祗
陀
林

(

)
17

一

、

こ
の
史
料
は
、﹃
牛
頭
弘
宗
伝
﹄
の
舜
崇
堯
静
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、﹁
後
往
二

遠
之
龍
門
山
一

築
廬
以

休
、
十
八
年
庚
寅
八
月
三
日
示
寂
﹂
と
あ
り
、
天
正
十
八
年
に
随
翁
の
命
に
よ
り
石
雲
院
に
住
し
、
同
年
八
月
三
日
に
示
寂
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
随
翁
退
院
の
後
は
、
舜
崇
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、﹃
慶
長
本
﹄

に
は
﹁
天
栄
達
和
尚
暦
住
﹂
と
あ
る
。

︹
史
料
一
四
︺

勝
光
院
開
闢

天
正
元
癸
酉
年
御
所
七
代
吉
良
左
兵
衛
佐
従
四
位
下
源
氏
朝
卿
改
竜
鳳
寺
而
号
勝
光
院
、
即
請
天
永
琳
達
和
尚
令
住
于
此
為
開
祖
、
従

是
済
流
改
洞
派
ト

、
開
山
達
和
尚
之
法
兄
舜
悦
和
尚
住
二

心
源
一

、
日
遇
遠
之ノ

高
尾
石
雲
請
而
以
老
病
譲
師
補
之ユ

ク
二

石
雲
一

、
退
后
為
ニレ

謝
レ

労
ヲ

建
二

世
牌
於
心
源
ニ一

以
テ

為
七
世
ト

、
師
ノ
年
六
十
一
也

(

)
18

、

こ
の
史
料
は
、﹁
勝
光
院
過
去
帳
裏
書
﹂
に
所
収
さ
れ
る
武
蔵
国
勝
光
院
開
山
天
永
琳
達
の
記
事
で
あ
る
。
天
永
の
法
兄
で
あ
る
舜
悦
が
石
雲

院
の
輪
住
に
請
ぜ
ら
れ
る
が
、
老
病
の
た
め
天
永
に
譲
り
、
天
永
は
石
雲
院
へ
輪
住
し
た
と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
輪
住
帳
と
合
致
す
る
。

﹃
牛
頭
弘
宗
伝
﹄
で
は
随
翁
が
病
で
退
院
し
た
の
ち
は
、
舜
崇
が
留
ま
り
残
り
の
期
間
の
輪
住
を
勤
め
た
と
あ
る
が
、﹃
慶
長
本
﹄
の
通
り
天

永
が
代
住
し
た
の
で
あ
る
。﹁
勝
光
院
過
去
帳
裏
書
﹂
の
記
載
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
る
。

三

石
雲
院
輪
住
住
持
の
任
命
方
法
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一
年
交
代
で
行
わ
れ
た
石
雲
院
の
輪
住
住
持
は
、
ど
の
よ
う
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
住
持
任
命
方
法
に
つ
い
て
次
に
見
て
お
き
た

い
。

︹
史
料
一
五
︺

﹁
是
ハ
輪
住
請
状
之
文
也
﹂

龍
門
山
石
雲
禅
院

住
持
職
之
事

従
来
甲
辰

八
朔
御
貴
寺
江
相
当
、
輪
次
之
間
、
任
先
例
法
、
急
度
可
有
御
入
院
者
也
、
至
祝
至
祷
、
恐
惶
敬
白
、

慶
長
癸
卯
年
南
呂
廿
七
日

名
判

進
上

寺
号

衣
鉢
閣
下

(

)
19

こ
の
史
料
は
、
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
八
月
一
日
に
、
石
雲
院
の
輪
住
を
勤
め
た
雲
松
院
六
世
明
岩
宗
珠
が
、
慶
長
十
年
︵
一
六
〇
五
︶

に
記
し
た
﹃
指
南
帳

(

)
20

﹄
に
所
収
さ
れ
て
い
る
﹁
石
雲
院
輪
住
請
状
﹂
で
あ
る
。
こ
の
指
南
帳
の
最
後
の
一
条
に
﹁
一
乱
後
失
却
成
乎
、
五
派
之

尊
宿
当
山
江
集
会
之
砌
、
各
衆
評
ヲ
以
調
之
畢
﹂
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
指
南
帳
は
、
元
亀
三
年
︵
一
五
七
二
︶
の
武
田
信
玄
に
よ
る
石
雲

院
乱
入
の
後
、
失
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
明
岩
宗
珠
代
に
石
雲
院
五
派
の
尊
宿
が
集
ま
り
、
衆
評
を
も
っ
て
調
え
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
請
状
は
案
文
で
あ
る
が
、
慶
長
八
年
︵
一
六
〇
三
︶
十
月
二
十
七
日
に
、
石
雲
院
住
持
か
ら
次
の
輪
住
に
あ
た
る
寺
院
に
、
﹁
来
甲
辰

八
朔
﹂
つ
ま
り
翌
九
年
八
月
一
日
に
輪
住
す
る
よ
う
伝
達
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
輪
住
住
持
は
、
石
雲
院
現
住
か
ら
の
請
状
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
請
状
は
輪
住
の
前
年
に
発
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

︹
史
料
一
六
︺

龍
門
山
石
雲
院
住
持
職
之
事

従
来
己
巳
八
朔
、
御
貴
寺
江
相
当
輪
次
之
間
、
任
先
例
法
、
急
度
可
有
御
入
院
者
也
、
至
祝
至
祷
、
恐
惶
敬
白
、
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寛
永
五
戌
辰
南
呂
廿
七
日

石
雲
院
長
眠

印

進
上

天
応
院

衣
鉢
閣
下

(

)
21

こ
の
史
料
は
、
寛
永
五
年
︵
一
六
二
八
︶
十
月
二
十
七
日
に
、
石
雲
院
現
住
の
玉
山
長
眠
︵
正
保
三
年
︿
一
六
四
六
﹀
十
一
月
二
日
寂
︶
が
、

翌
年
の
﹁
己
巳
﹂
の
輪
住
に
当
た
る
相
模
国
天
応
院
︵
神
奈
川
県
相
模
原
市
下
溝
︶
に
対
し
て
発
給
し
た
請
状
で
あ
る
。﹃
元
禄
本
﹄
に
よ
れ
ば
、

翌
年
﹁
己
巳
八
朔
﹂
に
は
、
天
応
院
九
世
の
隆
室
長
育
︵
慶
安
三
年
︿
一
六
五
〇
﹀
十
一
月
一
日
寂
︶
が
石
雲
院
輪
住
を
勤
め
て
い
る
。

︹
史
料
一
七
︺

龍
門
山
石
雲
禅
院
住
持
職
之
事
、
従
来
癸
亥
八
朔
貴
寺
江
相
当
、
輪
次
之
間
、
任
先
例
急
度
可
有
御
入
院
者
也
、
至
祝
至
祷
、
恐
惶
敬

白
、天

和
二
壬
戌
年

石
雲
院
現
住

十
月
念
七
日

長
頓判

進
上
円
成
禅
寺

衣
鉢
閣
下

(

)
22

こ
の
史
料
は
、
天
和
二
年
︵
一
六
八
二
︶
十
月
二
十
七
日
に
、
石
雲
院
現
住
の
圓
輪
長
頓
︵
正
徳
元
年
︿
一
七
一
一
﹀
九
月
六
日
寂
︶
が
、

翌
年
﹁
癸
亥
﹂
の
年
に
輪
住
に
当
た
る
遠
江
国
円
成
寺
︵
静
岡
県
牧
之
原
市
細
江
︶
に
対
し
て
発
給
し
た
請
状
で
あ
る
。﹃
元
禄
本
﹄
に
よ
れ
ば
、

﹁
癸
亥
﹂
八
月
一
日
に
は
、
円
成
寺
十
一
世
栄
山
外
秀
︵
貞
享
三
年
︿
一
六
八
六
﹀
一
月
八
日
寂
︶
が
石
雲
院
輪
住
を
勤
め
て
い
る
。

こ
の
史
料
一
六
・
七
か
ら
、
実
際
に
発
給
さ
れ
た
石
雲
院
輪
住
請
状
は
、
史
料
一
五
の
案
文
と
ほ
ぼ
同
様
な
形
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

石
雲
院
現
住
は
、
十
月
二
十
七
日
付
け
で
翌
年
の
輪
住
に
当
た
る
寺
院
へ
請
状
を
発
給
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
の
輪
住
住
持
の
任
命
は
、
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請
状
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
に
上
げ
た
史
料
は
、
い
ず
れ
も
近
世
の
請
状
で
あ
る
。
石
雲
院
輪
住
は
、
延
徳
三
年
か
ら
石
雲
院
七
派
の
派
頭
寺
院
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

そ
の
住
持
任
命
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
請
状
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
史
料
一
六

の
寛
永
五
年
十
月
二
十
七
日
の
天
応
院
宛
の
請
状
が
最
も
古
く
、
中
世
に
遡
る
請
状
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
海
地
方
に
展
開

を
遂
げ
た
如
仲
派
寺
院
で
、
輪
住
制
を
敷
い
た
遠
江
国
大
洞
院
や
、
三
河
国
龍
渓
院
︵
愛
知
県
岡
崎
市
桑
原
町
︶
で
も
同
様
で
、
近
世
の
請
状

は
現
存
す
る
も
の
の
、
中
世
の
請
状
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る

(

)
23

。

如
仲
派
の
他
に
輪
住
制
を
敷
い
た
寺
院
に
、
通
幻
派
下
了
庵
派
の
相
模
国
最
乗
寺
︵
神
奈
川
県
南
足
柄
市
関
本
︶
が
あ
る
。
最
乗
寺
は
了
庵

派
下
十
六
派
に
よ
り
一
年
交
代
で
輪
住
が
行
わ
れ
た
が
、
輪
住
住
持
任
命
に
当
た
っ
て
は
、
二
年
前
に
﹁
内
書
﹂
を
、
一
年
前
に
﹁
請
状
﹂
を

発
給
し
、﹁
請
状
﹂
を
受
け
た
寺
院
は
﹁
返
書
﹂
を
も
っ
て
こ
れ
に
応
え
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
た

(

)
24

。
実
際
に
中
世
の
年
紀
を
持
つ
﹁
最
乗

寺
輪
住
請
状
﹂
も
輪
住
に
当
っ
た
寺
院
に
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

)
25

。

こ
う
し
て
見
る
と
、
輪
住
住
持
任
命
が
請
状
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
石
雲
院
の
場
合
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
石
雲
院
の
場
合
七
派
の
派
頭
寺
院
に
よ
る
輪
住
で
あ
る
の
で
、
最
乗
寺
の
よ
う
に
十
六
派
、
つ
ま
り
一
巡
す
る
の
に
十
六

年
と
い
う
長
い
年
月
が
か
か
る
場
合
と
は
異
な
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
請
状
で
も
っ
て
輪
住
年
を
伝
え
な
く
と
も
支
障
が
な
か
っ
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
中
世
の
年
紀
を
持
つ
請
状
が
現
存
し
な
い
、
つ
ま
り
中
世
期
の
輪
住
住
持
任
命
に
は
請
状
の
よ
う
な
文
書
が
使
わ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
見
た
、
雲
松
院
六
世
明
岩
宗
珠
代
の
慶
長
十
年
︵
一
六
〇
五
︶
に
、
石
雲
院
五
派
尊
宿
の
衆
評
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
指
南
帳
に
は
、

請
状
の
案
文
の
次
に
、﹁
一
、
請
状
銭
者
一
貫
弐
百
文
、
但
清
銭
也
、
二
百
文
者
伴
僧
也
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
請
状
の
発
給
を
受
け
る
に
は

一
貫
二
〇
〇
文
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
こ
れ
も
収
入
源
の
一
つ
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
で
ろ
う
か
ら
、
他
派

の
例
に
倣
い
請
状
の
発
給
を
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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結
び
に
か
え
て

以
上
、
中
世
期
を
中
心
に
、
石
雲
院
の
輪
住
制
に
つ
い
て
、
基
本
史
料
と
な
る
輪
住
帳
の
欠
住
部
分
、﹁
暦
住
﹂
の
意
味
、
さ
ら
に
輪
住
住
持

の
任
命
方
法
等
を
中
心
に
考
察
し
た
。

欠
住
部
分
を
考
察
す
る
と
、
中
世
期
一
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
輪
住
時
に
石
雲
院
の
維
持
経
営
混
乱
の
責
任
を
と
り
、
名
を
記
さ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
事
例
が
確
認
で
き
た
。
今
回
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
年
と
い
う
短
期
の
輪
住
期
間
に
お
い
て
、
住
持
が
ど
の
よ
う
な
役
割
・

責
任
を
負
っ
た
の
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、﹁
暦
住
﹂
と
い
う
記
載
は
、
聖
雲
・
安
石
・
随
翁
の
輪
住
時
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
弟
子
が
代
っ
て
輪
住
し
、

師
の
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
代
住
と
同
様
な
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
名
の
内
、
聖
雲
・
安
石
は
示
寂

年
か
ら
考
え
る
と
、
い
ず
れ
も
輪
住
を
果
た
せ
な
い
年
齢
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
代
住
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

輪
住
住
持
の
任
命
方
法
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
は
、
輪
住
に
当
た
る
前
年
に
請
状
に
よ
り
任
命
す
る
が
、
中
世
に
お
い
て
請
状
の
発
給

が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
様
な
方
法
が
と
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

︵
表
︶
石
雲
院
輪
住
住
持
一
覧

門
派

世
代
(輪
住
)

住
持
名

入
院
年

示
寂
年
月
日

根
拠
寺
院
・
世
代

備

考

賢
仲

１
世

賢
仲
繁
哲

延
徳
３

永
正
９
・
６
・
24

駿
河
林
叟
院
・
２
世

御
初
住
、

界
岩

２
世

界
岩
繁
越

延
徳
３

永
正
７
・
４
・
27

駿
河
梅
林
寺
・
２
世
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季
雲

３
世

季
雲
永
岳

明
応
元

大
永
６
・
２
・
15

遠
江
円
成
寺
・
２
世

依
辰
応
臘
次
問
答
一
巡
ヲ

懈
怠
、

大
有

４
世

大
有
良
栄

明
応
２

明
応
６
・
３
・
10

下
野
元
性
院
・
開
山

大
空

５
世

大
空
玄
虎

明
応
３

永
正
２
・
７
・
23

伊
勢
浄
眼
寺
・
開
山

賢
仲

６
世

賢
仲
繁
哲

明
応
４

永
正
９
・
６
・
24

駿
河
林
叟
院
・
２
世

御
再
住
、

界
岩

７
世

界
岩
繁
越

明
応
５

永
正
７
・
４
・
27

駿
河
梅
林
寺
・
２
世

御
再
住
、
明
応
五
丙
辰

十
月
廿
七
日
開
山
和
尚

御
遷
化
也
、

季
雲

８
世

季
雲
永
岳

明
応
６

大
永
６
・
２
・
15

遠
江
円
成
寺
・
２
世

再
住
、
午
年
三
月
十
日
大
有
和
尚
御
遷
化
、

辰
応

９
世

辰
応
性
寅

明
応
７

永
正
８
・
９
・
11

駿
河
増
善
寺
・
２
世

八
月
廿
五
日
大
地
震
、

隆
渓

世
10

隆
渓
繁
紹

明
応
８

永
正
元
・
８
・
７

遠
江
華
巌
院
・
２
世

大
空

世
11

大
空
玄
虎

明
応
９

永
正
２
・
７
・
23

伊
勢
浄
眼
寺
・
開
山

庚
申
歳
自
八
月
正
日
再
住
、
文
亀
元
年
辛
酉

正

月
八
日
炎
焼
、
為
造
営
三
年
御
住
也
、
賢
仲
和

尚
大
洞
院
御
住
中
也
、

大
空

世
12

大
空
玄
虎

文
亀
元

永
正
２
・
７
・
23

伊
勢
浄
眼
寺
・
開
山

界
岩

世
13

界
岩
繁
越

文
亀
２

永
正
７
・
４
・
27

駿
河
梅
林
寺
・
２
世

再
々
御
住
也
、

季
雲

世
14

季
雲
永
岳

文
亀
３

大
永
６
・
２
・
15

遠
江
円
成
寺
・
２
世

再
々
御
住
也
、

辰
応

世
15

辰
応
性
寅

永
正
元

永
正
８
・
９
・
11

駿
河
増
善
寺
・
２
世

再
住
、
同
年
八
月
七
日
隆
渓
遷
化
、
明
丑
年
七

月
廿
三
日
大
空
遷
化
、
大
空
・
大
有
・
隆
渓
三

派
懈
怠
也
、

賢
仲

世
16

賢
仲
繁
哲

永
正
２

永
正
９
・
６
・
24

駿
河
林
叟
院
・
２
世

亦
再
々
住
也
、

遠藤廣昭 遠江国石雲院の輪住制について157



界
岩

世
17

和
僧
良
穆

永
正
３

永
正
６
・
８
・
25

駿
河
梅
林
寺
・
３
世

季
雲

世
18

季
雲
永
岳

永
正
４

大
永
６
・
２
・
15

遠
江
円
成
寺
・
２
世

亦
再
々
御
住
也
、

辰
応

世
19

辰
応
性
寅

永
正
５

永
正
８
・
９
・
11

駿
河
増
善
寺
・
２
世

再
住
、
大
有
・
隆
渓
二
派
懈
怠
也
、

大
空

世
20

東
木
長
樹

永
正
６

永
正
８
・

・
８

10

越
前
竜
雲
寺
・
２
世

賢
仲

世
21

賢
仲
繁
哲

永
正
７

永
正
９
・
６
・
24

駿
河
林
叟
院
・
２
世

再
々
住
、
未
秊
界
岩
遷
化
四
月
廿
七
日
、

界
岩

世
22

華
中
宗
舜

永
正
８

永
正

・
３
・

12

10

駿
河
常
楽
院
・
開
山

季
雲

世
23

碧
潭
宗
清

永
正
９

天
文
３
・
６
・
27

遠
江
円
成
寺
・
３
世

同
申
秊
六
月
廿
四
日
賢
仲
遷
化
、

大
有

世
24

華
翁
禅
春

永
正
11

大
永
６
・
２
・
２

下
野
元
性
院
・
２
世

有
十
七
秊
大
有
派
拝
塔
位
牌
位
次
不
同
、

辰
応

世
25

明
巌
志
宣

永
正
10

永
正

・
４
・

12

11

武
蔵
浄
牧
院
・
４
世

亥
年
四
月
十
一
日
遷
化
、

隆
渓

世
26

虚
庵
元
充

永
正
12

享
禄
５
・
３
・
14

伊
豆
修
禅
寺
・
２
世

大
空

世
27

物
先
令
応

永
正
13

大
永
６
・
７
・
14

伊
勢
浄
眼
寺
・
２
世

賢
仲

世
28

兆
山
岱
朕

永
正
14

享
禄
２
・
８
・
28

駿
河
林
叟
院
・
３
世

界
岩

世
29

止
雲
宗
泊

永
正
15

不
詳

駿
河
西
方
寺
・
開
山

季
雲

世
30

天
叟
順
孝

永
正
16

享
禄
５
・
７
・
17

相
模
天
応
院
・
２
世

佐
野
天
応
院
、

辰
応

世
31

居
廓
玄
宋

永
正
17

天
文

・
６
・

11

12

駿
河
増
善
寺
・
３
世

隆
渓

世
32

無
号
竜
哉

大
永
元

享
禄
３
・
７
・
11

遠
江
華
厳
院
・
３
世

大
有

世
33

華
翁
禅
春

大
永
２

大
永
６
・
２
・
２

下
野
元
性
院
・
２
世

再
住
、

大
空

世
34

先
照
怡
旭

大
永
３

享
禄
４
・
５
・
24

越
前
竜
雲
寺
・
３
世
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賢
仲

世
35

大
樹
宗
光

大
永
４

天
文

・

・
２

19

12

遠
江
正
林
寺
・
開
山

界
岩

世
36

乾
翁
祖
良

大
永
５

天
文
６
・
７
・
13

駿
河
常
楽
院
・
２
世

季
雲

世
37

震
龍
景
春

大
永
６

天
文
８
・

・
２

12

武
蔵
法
性
寺
・
２
世

辰
応

世
38

僊
林
慧
椿

大
永
７

弘
治
元
・

・
12

21

駿
河
増
善
寺
・
４
世

隆
渓

世
39

虎
庵
元
充

享
禄
元

享
禄
５
・
３
・
14

伊
豆
長
源
寺
・
開
山

再
住
、

大
有

世
40

乾
通
周
元

享
禄
２

天
文
９
・
３
・
７

下
野
元
性
院
・
３
世

大
空

世
41

日
山
向
白

享
禄
３

不
詳

伊
勢
薬
師
寺

賢
仲

世
42

虚
雲
慧
篁

享
禄
４

天
文

・

・

23

11

23

駿
河
大
永
寺
・
２
世

界
岩

世
43

黄
天
□
玄

天
文
元

不
詳

駿
河
西
方
寺
・
２
世

季
雲

世
44

天
性
宗
健

天
文
２

不
詳

武
蔵
長
慶
寺
・
開
山

辰
応

世
45

堯
天
□
舜

天
文
３

不
詳

尾
張

大
有

世
46

乾
通
周
元

天
文
４

天
文
９
・
３
・
３

下
野
元
性
院
・
３
世

再
住
、

隆
渓

世
47

錦
山
契
山

天
文
５

天
文

・
４
・

17

29

遠
江
華
厳
院
・
４
世

大
空

世
48

明
仲
融
文

天
文
６

不
詳

越
前
福
聚
寺
・
３
世

賢
仲

世
49

六
山
祖
藝

天
文
７

天
文

・
５
・
５

23

駿
河
洞
雲
寺
・
２
世

界
岩

世
50

霊
屋
契
鑑

天
文
８

永
禄
４
・
４
・
８

駿
河
梅
林
院
・
５
世

季
雲

世
51

傑
山
道
逸

天
文
９

永
禄
８
・
５
・
８

武
蔵
心
源
院
・
３
世

辰
応

世
52

玉
翁
□
虎

天
文
10

不
詳

東
陽
院
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大
有

世
53

能
室
善
藝

天
文
11

弘
治
３
・
４
・
10

下
野
元
性
院
・
４
世

隆
渓

世
54

照
外
慶
暾

天
文
12

天
文

・

・

13

11

26

伊
豆
修
禅
寺
・
３
世

大
空

世
55

陰
渓
樹
桃

天
文
13

不
詳

伊
勢
浄
眼
寺
・
４
世

賢
仲

世
56

琴
峯
寿
泉

天
文
14

天
正

・
５
・

10

16

遠
江
正
林
寺
・
２
世

界
岩

世
57

報
室
周
恩

天
文
15

弘
治
３
・
５
・
24

駿
河
常
楽
院
・
３
世

季
雲

世
58

玉
岑
宗
彝

天
文
16

享
禄
３
・
４
・
９

遠
江
円
成
寺
・
４
世

辰
応

世
59

桃
谷
義
見

天
文
17

天
文

・
４
・

20

17

武
蔵
浄
牧
院
・
５
世

大
有

世
60

能
室
善
藝

天
文
18

弘
治
３
・
４
・
10

下
野
元
性
院
・
４
世

再
住
、

隆
渓

世
61

南
耕
舜
啓

天
文
19

天
正

・

・

18

12

18

遠
江
華
厳
院
・
５
世

大
空

世
62

中
谷
周
細

天
文
20

天
文
７
・
３
・
27

紀
伊
最
勝
寺

︵
中
︵
仲
︶
谷
周
細
は
広
泰
寺
３
世
︶

賢
仲

世
63

信
通
性
受

天
文
21

永
禄
５
・
８
・
12

駿
河
林
叟
院
・
４
世

︵
持
転
性
受
︶

界
岩

世
64

雲
室
□
洞

天
文
22

不
詳

天
与
院

季
雲

世
65

章
山
祖
芳

天
文
23

不
詳

武
蔵
法
性
寺
・
４
世

︵﹃
元
禄
本
﹄
よ
り
記
載
︶

辰
応

世
66

直
指
□
禅

弘
治
元

不
詳

遠
江
玖
遠
寺
・
前
住

大
有

世
67

能
室
善
藝

弘
治
２

弘
治
３
・
４
・
10

下
野
元
性
院
・
４
世

再
々
住
、

隆
渓

世
68

円
之
春
徳

弘
治
３

永
禄
３
・
７
・
５

伊
豆
長
源
寺
・
３
世

大
空

世
69

茂
庵
大
圃

永
禄
元

永
禄

・
６
・
８

11

伊
勢
浄
眼
寺
・
５
世

賢
仲

世
70

信
屋
聚
哉

永
禄
２

元
亀
４
・
１
・
18

駿
河
洞
雲
寺
・
３
世
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界
岩

世
71

来
天
瑛
従

永
禄
３

元
亀
元
・
９
・
１

駿
河
万
松
院
・
２
世

季
雲

世
72

天
用
永
龍

永
禄
４

天
正
２
・
９
・
16

遠
江
円
成
寺
・
５
世

辰
応

世
73

吉
巌
□
琢

永
禄
５

不
詳

駿
河
東
源
寺
・
前
住

大
有

世
74

少
岩
禅
林

永
禄
６

永
禄
９
・

・
10

28

下
野
元
性
院
・
５
世

隆
渓

世
75

一
枝
順
易

永
禄
７

天
正
６
・
４
・
26

遠
江
華
厳
院
・
６
世

大
空

世
76

徳
翁
祖
隣

永
禄
８

天
正

・
８
・

11

29

紀
伊
最
勝
寺

︵
徳
翁
は
広
泰
寺
５
世
︶

賢
仲

世
77

密
州
昌
察

永
禄
９

元
和
２
・
８
・
４

遠
江
龍
眠
寺
・
４
世

界
岩

世
78

月
洲
秀
隣

永
禄
10

永
禄

・

・

12

11

18

駿
河
常
楽
院
・
４
世

季
雲

世
79

霊
因
祖
源

永
禄
11

天
正

・
５
・

14

17

香
勝
寺

︵
霊
因
は
文
殊
寺
５
世
︶

辰
応

世
80

蘭
室
宗
佐

永
禄
12

天
正

・
２
・

19

16

駿
河
増
善
寺
・
７
世

二
月
炎
焼
也
、

界
岩

世
81

来
天
瑛
従

元
亀
元

元
亀
元
・
９
・
１

駿
河
万
松
寺
・
７
世

再
住
、
大
有
派
懈
怠
、
午
之
九
月
遷
化
、

隆
渓

世
82

日
進
祖
益

元
亀
２

天
正

・
８
・

10

17

伊
豆
修
禅
寺
・
６
世

賢
仲

世
83

大
琳
法
慶

元
亀
３

天
正
８
・
４
・
18

駿
河
信
香
院
・
２
世

十
月
十
日
、
武
田
信
玄
就
乱
入
、
殿
堂
・
伽
藍
・

御
影
・
什
物
等
尽
焼
却
畢
、

界
岩

世
84

良
山
□
善

天
正
元

不
詳

駿
河
西
方
寺

癸
酉
自
八
月
一
日
、
初
住
、

賢
仲

世
85

圓
鑑
宋
咄

天
正
11

天
正

・

・

17

11

26

駿
河
林
叟
院
・
６
世

信
玄
依
乱
入
、
自
癸
酉
年
到
癸
未
十
一
歳
断
絶

也
、
従
癸
未
正
月
廿
日
当
山
草
開
、
則
客
殿
草

屋
建
立
、
賢
仲
派
天
地
庵
宗
咄
叟
、

界
岩

世
86

歓
室
長
怡

天
正
11

文
禄
３
・
６
・
３

駿
河
最
林
寺
・
３
世

則
癸
未
年
従
霜
月
当
山
仁

住
、
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季
雲

世
87

大
慶
誾
応

天
正
12

文
禄
２
・
９
・
29

武
蔵
無
量
寿
寺

小
庫
裡
新
建
立
也
、
︵
大
渓
誾
雄
︶

辰
応

世
88

法
山
宥
範

天
正
13

天
正

・
６
・
７

20

武
蔵
浄
牧
院
・
７
世

衆
寮
於
新
建
立
之
也
、

隆
渓

世
89

聖
雲
文
祝

天
正
14

慶
長

・
７
・

16

14

遠
江
華
厳
院
・
８
世

客
殿
柱
取

華
厳
院
宗
呑
和
尚
暦
住
也
、
鎮
守

新
造
立
、
同
二
之
橋
建
立
畢
、

賢
仲

世
90

兆
屋
寿
慶

天
正
15

慶
長
８
・
２
・
17

遠
江
医
王
寺
・
４
世

客
殿
上
取
二

同
具
ヲ一

也
、

界
岩

世
91

解
庵
春
慧

天
正
16

天
正

・
３
・

19

18

駿
河
興
源
寺
・
３
世

客
殿
諸
同
具
取
之

季
雲

世
92

随
翁
舜
悦

天
正
17

寛
永
３
・

・
10

26

武
蔵
心
源
院
・
６
世

大
庫
裡
新
建
立
、
天
栄
達
和
尚
暦
住
也
、

辰
応

世
93

蘭
室
宗
佐

天
正
18

天
正

・
２
・
６

19

駿
河
増
善
寺
・
７
世

再
住
、

隆
渓

世
94

長
洲
全
益

天
正
19

文
禄
３
・
２
・
29

伊
豆
長
源
寺
・
５
世

賢
仲

世
95

安
石
光
住

天
正
20

慶
長

・

・

11

10

27

遠
江
正
林
寺
・
５
世

雲
谷
泉
祥
和
尚
暦
住
、
客
殿
新
建
立
之
、
一
之

橋
建
立
、
則
冬
安
居
興
行
雲
衆
也
、

※
﹃
慶
長
本
﹄
に
よ
り
作
成
。
た
だ
し
天
正
二
十
年
ま
で
。
住
持
名
・
示
寂
年
・
根
拠
寺
院
の
世
代
は
大
房
暁
編
著
﹃
龍
門
山
石
雲
院
の
輪
住
﹄、

桐
田
幸
昭
著
﹃
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史
﹄
等
に
よ
っ
た
が
、
一
部
修
正
・
加
筆
し
た
。
備
考
欄
の
︵

︶
内
以
外
の
記
事
は
、﹃
慶
長

本
﹄
に
よ
る
。

註

(１
)

横
関
了
胤
氏
﹃
江
戸
時
代
洞
門
政
要
﹄、
廣
瀬
良
弘
氏
﹁
瑩
山
禅
師
に
始
ま
る
曹
洞
宗
輪
住
制
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
学
研
究
﹄
一
六
号
、
昭
和
四
九
年
︶
、﹁
中
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世
林
下
禅
林
の
住
持
方
法
︱
能
登
永
光
寺
輪
住
制
の
成
立
と
展
開
︱
﹂︵﹃
史
学
論
集
﹄
六
号
、
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
、
昭
和
五
一
年
︶、﹁
地
方
禅
林
の

住
持
制
度
に
関
す
る
一
考
察
︱
遠
江
大
洞
院
の
輪
住
制
︱
﹂︵﹃
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
﹄
一
一
号
、
昭
和
五
四
年
︶、﹁
禅
宗
の
教
団
運
営
と
輪
住

制
︱
加
賀
仏
陀
寺
・
越
前
竜
沢
寺
の
場
合
︱
﹂︵
今
枝
愛
真
編
﹃
禅
宗
の
諸
問
題
﹄
雄
山
閣
、
昭
和
五
四
年
︶
な
ど
が
あ
る
。

(２
)

横
関
了
胤
著
﹃
江
戸
時
代
洞
門
政
要
﹄︵
東
洋
書
院
、
昭
和
五
二
年
︶、
一
四
三
頁
。﹁
地
方
禅
林
の
住
持
制
度
に
関
す
る
一
考
察
︱
遠
江
大
洞
院
の
輪
住
制

︱
﹂
︵
﹃
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
﹄
一
一
号
、
昭
和
五
四
年
、
二
六
九
頁
︶。

(３
)

﹁
地
方
禅
林
の
住
持
制
度
に
関
す
る
一
考
察
︱
遠
江
大
洞
院
の
輪
住
制
︱
﹂︵﹃
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
﹄
一
一
号
、
昭
和
五
四
年
、
二
六
九
頁
︶。

(４
)

中
嶋
仁
道
著
﹃
曹
洞
宗
教
団
の
形
成
と
そ
の
発
展
﹄︵
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
出
版
部
、
昭
和
六
一
年
︶
、
五
四
頁
。

(５
)

大
房
暁
編
著
﹃
龍
門
山
石
雲
院
の
輪
住
﹄︵
久
遠
山
成
道
寺
、
昭
和
三
六
年
︶。

(６
)

桐
谷
幸
谷
著
﹃
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史
﹄︵
桐
谷
幸
谷
、
昭
和
五
五
年
︶。

(７
)

﹁
竜
門
山
石
雲
院
置
文
﹂︵﹃
静
岡
県
史
﹄
資
料
編
７
、
中
世
三
、
静
岡
県
、
平
成
六
年
、
五
八
頁
︶
。

(８
)

桐
谷
幸
谷
著
﹃
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史
﹄︵
桐
谷
幸
谷
、
昭
和
五
五
年
︶、
八
〇
頁
。

(９
)

同
右
、
七
七
頁
。

(

)

﹃
曹
洞
宗
宗
宝
調
査
目
録
解
題
集

１

東
海
管
区
編
﹄︵
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
平
成
三
年
︶、
一
二
頁
。

10(

)

同
右
、
二
〇
五
頁
。

11(

)

﹁
今
川
義
元
判
物
﹂︵﹃
静
岡
県
史
﹄
資
料
編
７
、
中
世
三
、
静
岡
県
、
平
成
六
年
、
八
一
七
頁
︶。

12(

)

同
右
、
八
一
八
頁
。

13(

)

﹁
祖
芳
副
状
﹂︵
同
右
、
同
頁
︶。

14(

)

﹃
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
﹄
に
は
、﹁
法
性
寺

曹
洞
宗
、
遠
江
国
榛
原
郡
高
尾
村
石
雲
院
末
、
玉
龍
山
と
号
す
、
寺
領
十
石
の
御
朱
印
は
天
正
十
九
年
に
賜

15

ふ
、
此
時
ま
で
は
寺
号
を
保
正
と
書
し
が
、
御
朱
印
に
法
性
寺
と
記
せ
し
よ
り
、
文
字
を
改
め
し
と
云
﹂
と
あ
る
︵﹃
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
﹄
第
七
巻
、
雄
山

閣
、
平
成
八
年
、
二
三
七
頁
︶。

(

)

﹁
牛
頭
弘
宗
伝
﹂︵﹃
曹
洞
宗
全
書

拾
遺
﹄、
仏
教
社
、
昭
和
一
三
年
、
二
四
八
頁
︶。

16(

)

同
右
、
二
五
二
頁
。

17(

)

﹁
勝
光
院
過
去
帳
裏
書
﹂︵﹃
勝
光
院

文
化
財
綜
合
調
査
報
告
﹄、
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
、
二
八
五
頁
︶。

18
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(

)

﹁
指
南
帳
﹂︵
雲
松
院
所
蔵
文
書
︶。

19(

)

同
右
。

20(

)

桐
谷
幸
谷
著
﹃
遠
州
高
尾
山
龍
門
山
石
雲
院
史
﹄︵
桐
谷
幸
谷
、
昭
和
五
五
年
︶、
一
六
六
頁
。
な
お
、
読
み
下
し
文
を
改
め
た
。

21(

)

﹁
石
雲
院
輪
住
請
状
﹂︵
雲
松
院
所
蔵
文
書
︶。

22(

)

﹁
大
洞
院
輪
住
請
状
﹂
は
管
見
の
限
り
で
は
、
明
暦
二
年
︵
一
六
五
六
︶
九
月
七
日
、
大
洞
院
現
住
龍
頓
が
最
福
寺
︵
静
岡
県
掛
川
市
幡
鎌
︶
に
宛
て
た

23

も
の
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。﹁
龍
渓
院
輪
住
請
状
﹂
は
管
見
の
限
り
で
は
、
慶
長
十
四
年
︵
一
六
〇
九
︶
二
月
一
日
、
龍
渓
院
文
舒
が
慈
廣
寺
︵
愛
知
県

新
城
市
中
宇
利
大
幡
︶
に
宛
て
た
も
の
が
最
古
で
あ
る
。

(

)

拙
稿
﹁
最
乗
寺
蔵
﹁
最
乗
禅
寺
輪
董
牒
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
宗
学
研
究
﹄
第
三
一
号
、
平
成
元
年
、
一
九
五
頁
︶
。

24(

)

同
右
、
同
頁
。

25
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